
かみひこうき　  第53号 1

第 53号
　志貴野ホーム

令和 3年 9月発行
〠 939-1272
富山県高岡市下麻生字天洞 5340

TEL（0766）36 － 2600
FAX（0766）36 － 2601

URL：http://www:shikino.or.jp
E-mail：shikino@orion.ocn.ne.jp

志貴野ホーム 検索
QRコードも
作成しました！
ぜひご覧ください。

新型コロナウイルスのワクチン接種が行われました　
令和3年5月26日（水）から順次、当法人の利用者及び職員を対象に新型コロナウイルスの
ワクチン接種が開始されました。ワクチン接種後も、利用者の皆様が安心して生活していく
ことができるよう職員一同一丸となって、引き続き感染予防に努めていきたいと思います。

安心して介助に携わる為
職員も接種を行います

接種開始まで
並んで待ちます

副反応がないか
経過観察をします

実際に接種します！
安全に接種ができるように職員もお手伝いします

問診を受けて健康状態を確認してもらいます

副反応の有無を確認後
解散となります！！

志貴野ホームではこのように接種を行なっています

看護師さんがいてくれるから
安心！痛くないよ！

思っていたより
早く終わったよ～！

緊張するなぁ・・・



フォトギャラリー
志貴野ホーム

避難訓練 お花見弁当

保育園交流

趣味活動
4月6日～6月2日

3月24日 4月14日

逃げろ
ε≡≡ﾍ( Д́`)ﾉ

右、左、確認OK
急げ

うまい♪

喜んでくれると
いいなぁ(^^♪

感染症対策を
しながら

カラオケで満喫 シャボン玉と
チューリップ

美味しい♪♪
笑顔の花が
咲きました

コロナの為、
ふれあいの交流は難しいけど、
可愛い絵をありがとう
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夏まつり

趣味活動

7月14日

4月6日～6月2日

デザートは
老舗大野屋の
水ようかん！

冷たい
氷見うどんと
ざるラーメンの
選択食でした

感染対策をしながら
ジェスチャーゲームを

しました。

2021　岡嶋所長杯
神経衰弱ゲーム開催!

スラローム
優勝は誰の手に

Dois : Pontosさんとリモートで
交流しました！！沖縄の綺麗な

景色が見れました☆

難しい…！！！
悩む...！！

ビールも美味しい♪

Dois : Pontos さんによる演奏を聴きました♪

☆クイズ大会☆

☆麺会食☆

かみひこうき　  第53号 3



利 用 者 作 品 紹 介
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志貴野ホーム

志貴野ホーム障害者福祉センター

高岡市障害者福祉センター

「薔薇と朝顔」
作：藤井　多美子作：森田　恭代

「気球」
作：池田　美子

木目込み手鞠塗り絵 マスキングテープアート

「野菜DE七夕」
作：利用者共同作品

「横綱土俵入り」
作：利用者共同作品

「幸あれ！！」
作：利用者共同制作

「なす」
作：池田　悠輔

野菜アート

壁面飾り

紙粘土

書道



フォトギャラリー
高岡市障害者福祉センター

壁面づくり

ファミリーデーのプレゼント

うまく
作れたよ～

スイーツマグネット
です！！

オリンピックが
待ち遠しいね！

ふれせん防災訓練(R3.6.7)

国旗はみんなで
選んだよ！

全員避難完了～！

かわいい作品が
いっぱい♬

どこに
つけようかな～
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令和 2年度は活動内容として、
サンコーでの買い物代行が開始
できるまでの話し合いを行って
きました。多くの人の協力があ
り、4月より開始することが出来
ました。
今年度も職員やその他多くの
方々のご理解とご協力を得て無
事に任期を終えることができま
した。心より感謝申し上げます。
 自治会役員一同

１．苦情対応状況
苦情内容 現在の状況 解決した年月 解決に至った経緯

日常介助場面での特
定職員の対応方法に
ついて

解決 令和2年
11月3日（火）

申出人と該当職員の間に、当委員会が仲介し話し合いを行
ない、両者に内容を伝達する。該当職員に注意喚起を行な
い、申出人に接する態度も改められ、話し合いを重ねるに
つれて徐々に解決の意思を示される。
後日改めて確認し解決となる。

２．苦情解決体制の啓発活動
今年度は、職員会議の場において、様々な事例を採り上げて申し送りました。
今後もご意見、ご要望をどしどしお寄せください。よろしくお願いします。 ほたるの会一同

苦情クレーム 33% 136
転倒・転落 22% 92
薬に関する事 15% 63
紛失 14% 59
破損 2% 8
接触・衝突 2% 7
その他 11% 47
総件数 100% 412
令和 2 年度の目標は、「過去のデータを活かし、同
じ過ちを防ごう」という内容で取り組みました。所内研
修や情報発信に取り組んだ結果、総件数は昨年よりも
減らすことができました。しかし、総件数が減っても一
部では同じ内容を繰り返す傾向は変わらず認められました。
令和 2 年度に起きた繰り返される事例の中で、1番重要であると委員会で考えたのが利用者様の健康に繋がる「薬
に関すること」です。薬について更に詳しく見ると、昨年より発生件数が増え、同一の利用者で繰り返す傾向のある
「飲みこぼし」が気になりました。そのため、次年度は「薬の飲みこぼしを防ぐ」について重点的に取り組み、少し
でも薬に関するヒヤリハット・事故を減らせるよう取り組んで参ります。目標を実現するためにも、毎月の取り組むべ
き事例について分析して対策案を考え、問題点・対策案の情報共有を更に円滑にできるよう情報発信について工夫し、
改善に努めて参ります。 リスクマネジメント委員会一同

令和２年度
利用者自治会
活動報告

令和２年度　苦情解決・虐待防止委員会「ほたるの会」事業報告

令和２年度　リスクマネジメント委員会活動報告
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令和2年度 ヒヤリハット・事故内容別割合
苦情・クレーム
33％

転倒・転落 22％
薬に関する事 15％

破損 2％
接触・衝突 2％

その他 11％

紛失 14％

苦情・クレーム

転倒・転落

薬に関する事

紛失

破損

接触・衝突

その他

総件数
529件


